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　令和元年度の一般会計予算は、統一地方選挙
を控えていることから骨格予算として編成しま
したが、防災・減災事業や子ども・子育て支援
などの喫

きっきん
緊の課題に対応するため、前年度に比

べ0.8%増の1兆193億円を計上し、一般会計の
予算としては過去最大規模となりました。
　なお、特別会計・企業会計を加えた全会計で
は、 前年度に比べ0.8%増の1兆6,482億円を計
上しています。

　 暮らし・コミュニティ
　● 私立保育所などの整備を補助
　● 通院・入院の医療費自己負担が原則無料と　　
　　 なる対象を小学校２年生までに拡大
　 産業・活力
　● プレミアム商品券の発行
　● ラグビーワールドカップ 2019 大会の開催
　 低炭素社会・エネルギー転換
　● 次世代エネルギーの普及促進
　 都市空間
　● 清田区里塚地区の復旧工事

予算の主な使い道
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令和元年度

  10,193
  3,636
  2,653
16,482

平成30年度

  10,116
  3,617
  2,611
16,344

増減率

0.8%
0.5%
1.6%
0.8%

■ 令和元年度の予算規模 （単位：億円）

■ 一般会計の歳入・歳出内訳 （単位：億円）
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その他の議案および議決結果は、9ページに掲載しています。

第１回 定例会 令和元年度の予算などに
ついて審議しました

平成31年第1回定例会では、令和元年度予算に関わる議案や札幌市児童福祉法施行条例の一部
を改正する条例案などの議案66件、意見書5件が全会一致または賛成多数で可決されました。

（2月8日~3月6日）

令和元年度予算の概要

可決された主な議案　~補正予算案と条例案~
平成30年度の補正予算案 条　例　案

札幌市児童福祉法施行条例の
一部を改正する条例案
　児童福祉施設の設備および運営に関する基
準を定める省令の一部改正に伴い、児童指導
員の資格要件に幼稚園教諭の免許状を有する
者を追加するものです。

　以下の経費など、全会計総額85億7,500万
円を増額する補正予算が可決されました。
●清田区里塚地区の復旧工事に係る経費
●学校改築費などの防災・減災関連経費
●老朽化した公園施設の改修費
●除雪費
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意見書の全文は、市議会ホームページに掲載しています。

可決された主な意見書

統計不正問題の原因究明と早期解決を求める意見書

　本年１月、国の56の基幹統計のうち、約４割の統計に誤りや手続きなどの問題があった
ことが判明しました。特に、毎月勤労統計では、全数調査とするとしていたところを一部抽
出調査とするなど、2004年から15年間もの長期にわたり不正が行われました。その結果、
雇用保険や労災保険などが過少支給となり追加給付が必要な人は、延べ約2,000万人にも上
り、順次、追加給付を行うこととなりました。また、事実関係を調査するために厚生労働省
が設置した第三者委員会は、１月22日に報告書を公表しましたが、後に、同委員会によるヒ
アリングは、同省の審議官や大臣官房長が同席していたことや、大半が同省職員により行わ
れていたことが判明し、同委員会の中立性に疑義が生じました。
　毎月勤労統計は、景気判断や、都道府県の各種政策決定の指針とされるほか、雇用保険な
どの給付額改定、民間企業などにおける給与改正や人件費算定、人事院勧告の資料とされる
など、国民生活に深くかかわる重要な統計です。
　よって、政府に対し、この問題について原因究明し、早急に再発防止策を講ずるととも
に、雇用保険などの必要な追加支給を早期に行うよう強く要望するものです。

柔軟仕上げ剤等の家庭用品に含まれる香料による
健康被害の実態解明を求める意見書

　近年、家庭で使用する柔軟仕上げ剤や消臭剤などに含まれる香料によって、頭痛や吐き気
などの健康被害を訴える人が増加しています。また、特定非営利活動法人日本消費者連盟
が、2017年に２日間開設した相談窓口「香害110番」には、柔軟仕上げ剤などの香りについ
て、213件もの相談が寄せられました。
　こうした中、日本石鹸洗剤工業会は、2018年７月、「衣料用柔軟仕上げ剤の品質表示自主
基準」を改定し、香りに関する注意喚起として、柔軟仕上げ剤の容器などに周囲への配慮と
適正使用量を守る旨を表示することとしましたが、この問題の根幹は、香料が与える健康被
害の実態解明が進んでいないことや、自ら使用する柔軟仕上げ剤の香料が他人に苦痛を与え
ている場合もあることについての理解が社会全体として進んでいないことにあります。
　よって、政府に対し、消費者の健康で安心な暮らしに資するよう、香料の成分の安全性や
香料による健康被害の実態を徹底して検証した上で、実効性のある施策を実施するよう強く
要望するものです。

意見書 意見書とは、市政の発展に必要な事柄の実現を要請するため、
市議会の意思を決定し、国会や政府に提出するものです。


